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クォークで構成されるハ ドロン (メソンとバ リオン)の研究では､カイラル対称性が重要な役割を果た
している｡クォークの質量を0とするカイラルリミットでは､クォーク場のカイラル対称性は､互いにパ
リティの異なる2種類のメソンを結びつけ､所謂カイラルパートナーの存在を予言する｡現実のメソンの





な影響を及ぼす核子共鳴を特定 し､バ リオンのカイラル対称性の種類 (nafveかmirror)を判別すること
を目指したものである｡実験は､水素を標的として7TO7の生成閥値 930MeVから1150MeVまでのエネ
ルギー標識化入射光子 ビームを用いて行われた｡これまでに行われた 光生成反応の実験は､主に欧州
における共同研究 (GRAAL,CB-ELSA,CB-Mainz)によるもので､入射光子のエネルギーが 1200MeV以
上の領域における核子共鳴状態の研究を目的として行われたものである｡断面積が 0から緩やかに立ち上
がる閥値近傍 1000MeV付近の精密測定はバックグラウンドの評価が難 しく､このエネルギー領域に強く
寄与する核子共鳴については研究されてこなかった｡ しかし､7TO7光生成反応を用いたバリオンのカイ
ラル対称性の研究では､ 17と強く結合するN*(1535)核子共鳴と7TOとの結合定数 gHN･N･とgnNNの相対的符
号を問題とし､そのためには閥値近傍に寄与する核子共鳴について調べる必要があった｡この目的のため､
鈴木桝拓は､ガンマ線に崩壊する中性メソン測定のための大立体角電磁力ロリメークFORESTの建設に
積極的に関わり､これを完成させた｡建設には3年の歳月を要し､建設グループの一員として中心的役割
を果たした｡ハードウエアのみならず､データ収集系の開発などFORESTを用いて行う実験のあらゆる
部分に精通し､改良を重ねながら､7TO17光生成反応実験を推進してきた.
鈴木耕拓は､閥値近傍ではメソン-バ リオンの相対角運動量が s波主体であることに着目し､系のス
ピン･パ リティの制約をうまく使い､ P.(1710)核子共鳴が閥値近傍で重要な役割を果たすことを初めて
突き止めた｡一方､パ リティダブレットバ リオンのカイラル対称性がnafveかmirrorかを判別する理論計
算では､7TOの角分布や7TO7反応の全断面積が予言されているが､本実験によりそれらの理論予想は完全
に覆された｡本論文では､7tOl?光生成反応を用いてバ リオンのカイラル対称性を論ずるためには､P.1
(1710)共鳴の影響を考慮する必要があることを示している｡この観点で､鈴木耕拓の論文は､バ リオン
のカイラル対称性に関する研究を実験的側面から推し進める最初の論文として位置づけられる｡
このように､本論文はクォーク核物理の分野に新しい知見をもたらすものである｡また本論文執筆に至
る研究活動の実績は､鈴木耕拓が自立して研究活動を行うに十分な高度の研究能力と学識を有することを
示している｡よって､鈴木耕拓提出の論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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